




























































































わかったのだ」の冒頭に〈僕は待つてゐたのだ／その古めかしい小さな椅子の上で〉とあり、類似している。また、「ランプがゆれる木の葉の影がゆれる」中盤には、 〈そのひとことは葡萄の核のやうに無雜作に少年の口から吐き出されたであらう〉という印象的なフレーズがあり、これも同じく『ひとりの女に』収録 詩篇「賭け」の、 〈ブドウの種を吐き出すやうに／毒舌を吐き散らす〉というフレーズと類似している。 『ひとりの女に』のあとがきには、 「ここに収録した作品は、一九四八年冬から翌四九年春 かけて書いたもの」とあるが 「ランプがゆれる木 葉の影がゆれる」が発表されたの 前述 通り一九四一年である。つまり、 『ひ りの女に』の詩篇 成立よりもかなり早い時期に、 詩句の原型と見ら 言葉が生まれていたことが、今回初めて明らか なった。　
さて、 「ランプがゆれる木の葉の影がゆれる」は、冒頭



























（５）宮崎真素美氏は、 「 ［読む］黒田三郎詩集『ひとりの女に』 」 （ 「日
本文学」一九九二年八月）の中で次のように述べる。
　「 『時代の囚人』で〈この古ぼけたくらい部屋の／この小さな椅子から立ち上がり／いったいどこへ行けばよいのだろうか〉 〈この古ぼけたくらい部屋の／この小さな椅子の上で／いたずらに坐り心地の悪さに耐えている〉 （ 「小さな椅子」 ） 〈すでに二時間の余もブルジョワの応接間で待っているように／僕はこうして人生において何かを待っていな ればならないのか〉 （ 「愚かなからくり」 ）と問われたのに対し、 『ひとりの女に』では〈僕は待っていたのだ／その古めかしい小さな椅子の上で〉 〈突然僕にはわか のだ／そこ 僕が待っいたのだということが／何もかも っぺん わかってきたのだった〉
（ 「突然僕にはわかったのだ」 ）とされ、両者は見事な呼応関係を結んでいる。 」＊本稿は、愛知県立大学奨学制度「はばたけ県大生」による成果一部である。
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